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White Paper No.8 

帯域幅とスルーレート 

1 はじめに 

アンプを使用するうえでの帯域幅とスルーレートに関し簡単に説明します。 

 

2 小信号帯域幅 

アンプの帯域幅は、通常、小信号の帯域幅を意味します。各電圧または電流アンプには、周波数が高く

なるにつれて、ゲインが低下します。 

 

図 1：アンプの周波数-ゲイン特性 

減衰率が-3dB（=0.7071）となる周波数ポイントを小信号帯域幅として定義されます。通常、アイド

ル状態もしくはハイインピーダンスの負荷と低出力電圧（typ. < 1V）で測定されます。 

正弦波信号を増幅する場合、減衰率の評価はシンプルで、アンプは目的の周波数に対して十分に高いゲ

インを持っているはずです。しかしパルスや三角波の様に基本周波数の正弦波で構成されるだけでなく、

さまざまな周波数と振幅のいくつかの正弦波振動で合成されるテスト信号の場合、評価は複雑になりま

す。ここで、基本周波数が帯域内であるにもかかわらず小信号帯域幅が減少すると、予期しない信号が

発生する可能性があります。 

例として 100kHz の三角波を入力します。グラフに示す通り、アンプは増幅率に関しては大幅な減少

もなく信号を出力します。しかしながら、アンプの帯域不足から、頂点部分がなまります。 
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図 2：小信号の帯域不足による信号の歪 

非正弦波を再生して出力する場合、高い小信号帯域幅は、忠実に信号を出力するための利点となります。 

 

3 スルーレート 

小信号の帯域に加えて、スルーレートもアンプが歪なく信号を出力できるかどうかを決定づけます。こ

のパラメータは、アンプがどれだけ早く出力の振幅を変化できるかどうかを表しています。高速な立ち

上がりと立下り時間は高いスルーレート特性が要求され、これは、例えば方形波においては重要な事項

になります。 

スルーレートは、小信号の帯域と同じく、アイドル状態またはハイインピーダンス負荷で測定します。 

特定の周波数における正弦波の出力電圧は、次式によって簡単に計算できます。 

Slew-Rate > 2π*f*Vpeak 

スルーレートを 100V/us とすると、理論上は 50Vrms の正弦波信号を 225kHz まで生成し、

30Vrms においては 375kHz まで生成します。この周波数を超えると、この正弦波の出力電圧は非常

に小さくなり、出力信号は歪みはじめます。 

赤：入力信号 青：出力信号 



  

White Paper No.8；帯域幅とスルーレート Page3 

 

図 3：スルーレート不足による出力信号の歪 

4 大信号の帯域 

アンプの出力インピーダンスは、低周波時において 0 に限りなく近くなります。また周波数が高くなる

につれて帰還がかかりづらくなり、アンプのゲインが低下します。これらのパラメータは、出力インピ

ーダンスの増加を引き起こします。 

 

 

 

図 4：各負荷におけるアンプの出力電圧 

出力電圧対周波数（THD + N < 1%） 

赤：@8Ω 

青：@4Ω 

緑：@2Ω 
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小信号帯域幅とスルーレートは、どちらもアンプが無負荷状態でのパラメータです。アンプが十分な負

荷電流を供給しなければならない場合、大信号帯域幅は出力インピーダンスにより制限が掛かります。

その場合、理論的に許容されるスルーレートよりもかなり低くなる可能性があります。100 kHz を超

えると、内部および外部の配線によって、アンプがどれだけ電力量を供給できるかが決まります。 

 

5 まとめ 

小信号帯域幅とスルーレートに加えて、アンプの出力電力を決定づけるいくつかのパラメータが存在し

ます。このため、データシートに記載される各負荷での出力の仕様は、それぞれのアンプがテストおよ

び測定タスクに適しているかの情報を提供します。 

通常のオペアンプと同様に、HUBERT 社のアンプは、忠実な入力信号の増幅を可能にするため、常に

スルーレートよりも高い小信号帯域幅を持っています。テスト信号は正弦波ではないことが多いため、

帯域幅が広いほど信号の忠実度が高くなります。 
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